














MicroRNA-21 correlates with tumorigenesis in 
malignant peripheral nerve sheath tumor CMPNST) 








miR-21に着目し、悪性末梢神経鞘腫蕩 (MPNST) 細胞株に miR-21イン
ヒピターを導入して機能解析を行い、さらに標的候補である PDCD4につ
いて調べた。 miR-21インヒピターの MPNST細胞株への導入によりアポ
トーシスは増加し、細胞増殖は抑制され、 PDCD4のタンパク量は増加し
た。これらの結果より miR-21は MPNSTにおいてそのターゲットである
PDCD4を介し腫揚化と腫癌増殖に重要な役割を持つことが示唆された。
miR-21と PDCD4は MPNSTに対しての治療標的となると期待される。
旨要の論文審査結果
本研究では、悪性末梢神経鞘臆癖と良性神経線維腫でのマイクロ RNAプロフアイ
ノレを調べ、悪性化に関与しているマイクロ RNAを同定した。同定されたマイクロ
このインヒピターを悪性末梢神経鞘腫蕩の細胞抹RNAの中で、m.iR-21に注目し、
である MPNST細胞株に導入したところ、アポトーシス増加と細胞増殖抑制が観察
された。また、miR-21の標的候補の一つである PDCD4に注目して検討したところ、
miR-21インヒピターを投与すると PDCD4タンパク量が増加することが判明した。
これらの結果から、 miR-21はPDCD4を介して悪性末梢神経鞘腫療の腫蕩化と腫蕩
増殖に重要な役割を持つことが明らかとなった。
miR-21とPDCD4が悪性末梢神経鞘腫療に対する治療標的となることを示した点
で、本研究は価値ある業績と認める。
の学位を得る資格があると認める。よって、本研究者は博士(医学)
